様式第１号
平成28年度デザイン活用型製品開発支援事業審査申込書
申込日：平成28年　月　日
　一般財団法人さっぽろ産業振興財団

理事長　秋元　克広　様

当社の製品（商品）及び経営改善について、一般財団法人さっぽろ産業振興財団が行う「デザイン活用型製品開発支援事業」にて支援していただくための審査を同事業公募要領に記載された諸条件を承諾の上、下記のとおり申し込みます。
１　申込者概要
	企業名
	

	代表者名
	

	連絡先
	所在地
	〒　　　－　　　　



	
	電　話
	　　　　―　　　　　―　　　　
	E-mail
	

	ＵＲＬ
	http://www.

	資本金
	千円
	従業員数
	名
	売上高
	Ｈ　　年度　　　　　千円

	事業内容
	


＜担当者＞　※実務的な作業を担当される方
	部署(所属)名
	

	役職・氏 名
	

	連　絡　先
	TEL
	E-mail
	


２　支援申し込み理由（動機）


３　公的補助・支援の有無

有（補助金または支援制度の名称　　　　　　　　　　　　　　　　）　・　無
４　直近年度の市税の納付状況（いずれかに○）　　　　　　　滞納なし　　滞納あり

　　※採択決定後、市税の納税証明書を提出していただきます。


デザイン活用型製品開発支援事業申請にあたっての注意事項

一般財団法人さっぽろ産業振興財団
１　提出された、申請書類を当財団で総合的に審査し、製品開発プロデューサー及び製品開発アドバイザー（以下、「専門家等」と言う。）派遣の適否を判断しますので、不採択となる場合もあります。

２　専門家等の助言の方法、内容については、当財団、札幌市は一切関与しませんので、事前に専門家等と十分相談のうえ、実施してください。また、本事業の適切な遂行を確保するため、専門家等の派遣日に当財団職員が同行できるものとし、専門家派遣事業の支援を受ける中小企業者および専門家等はこれを拒むことはできません。

３　1回あたり２時間以上、派遣回数は８回程度とします。

４　この事業は企業の相談内容に応じて、専門家等が助言を行うものです。事業実施にかかるデザイン、マーケティング、試作、営業、販売促進費等の経費は別途企業負担となります。
５　事業の成果については、派遣を受けた中小企業者等に帰属します。

６　専門家等は、当該事業で知り得た秘密を、派遣を受けた中小企業者等の許可なく漏らしてはならないとことになっていますが、事業実施にあたっては、専門家等との間で秘密保持契約の締結等の必要な措置を講じてください。












この申込書に様式第２-１号または２‐２号及び事業実施におけるスケジュール表（様式３）、


その他関係書類を添えて提出してください。











